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■形名一覧表 

相線式 

電力量計の種類 
単相２線式 単相３線式 三相３線式 

普通電力量計 S1LS-RS22 S2LS-RS22 S3LS-RS22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  必ずこの取扱説明書をお読みください。 

  この取扱説明書は最終のお客様までお届けください。 

  お読みになったあとはお手元に保存してください。 

ご使用の前に… 

省省省省スペーススペーススペーススペース型電子式電力量計型電子式電力量計型電子式電力量計型電子式電力量計    取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書    
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はじめに 
 
 

  この説明書は、省スペース型電子式電力量計の概要、基本操作の方法 

  について説明しています。 

 

効率よく、また安全にお使い頂くため、ご使用の前に必ずこの説明書 

をよくお読みになり、正しくお使いください。（この説明書は、最終 

のお客様までお届けください。） 

 

この計器は必ず設定を行ってからご使用ください。 

 

お読みになったあとは、いつでも取り出せる場所に保管してください。 
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電力量計本体および取扱説明書には、お使いになるかたや他の人への危害と財産の損害を未然に防ぎ、商品を安全に

正しくお使いいただくために、重要な内容を記載しています。 

次の内容（表示・図記号）をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。 

 

■表示の説明 

表示 表示の意味 

 

 
“取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷(＊1)を負うことが想定されること”を 

示します。 

 

 
“取扱いを誤った場合、使用者が傷害(＊2)を負うことが想定されるか、または物的損害(＊3)

の発生が想定されること”を示します。 

＊１：重傷とは失明やけが、やけど（高温・低温）、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残るもの、および治療に入

院・長期の通院を要するものをさします。 

＊２：傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけが・やけど・感電などをさします。 

＊３：物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペット等にかかわる拡大損害をさします。 

 

■図記号の説明 

図記号 図記号の意味 

 

 

禁止 

は、禁止禁止禁止禁止（してはいけないこと）を示します。 

具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示します。 

 

 

指示 

は、指示指示指示指示する行為の強制（必ずやること）を示します。 

具体的な指示内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示します。 

 

 

注意 

は、注意注意注意注意を示します。 

具体的な注意内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示します。 

 

■免責事項 

・地震・雷・風水害および当社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故、お客様の故意または損失、

誤用、その他異常な条件下での使用により生じた障害に関して、当社は一切責任を負いません。 

・本製品の使用または使用不可能から生じる付随的な損害(事業利益の損失、事業の中断、記憶内容の変化・消失

など)に関して、当社は一切責任を負いません。 

・取扱説明書の記載内容を守らないことにより生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。 

・当社が関与しない接続機器、ソフトウェアとの組合せによる誤動作などから生じた損害に関して、当社は一切

責任を負いません。 

 

■操作する場合について 

・操作する場合は、この取扱説明書を熟読し内容を理解した上で作業を行ってください。 

 

安全上のご注意 
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分解禁止 

分解分解分解分解・・・・改造改造改造改造・・・・修理修理修理修理はしないはしないはしないはしない    

 火災・けがの原因となります。 

 故障等の場合は、巻末の弊社営業窓口までご連絡ください。 

 

 

禁止 

通電中通電中通電中通電中はははは、、、、配線接続配線接続配線接続配線接続・・・・保守点検保守点検保守点検保守点検などをしないなどをしないなどをしないなどをしない    

 感電・けが・火災の原因となります。 

 配線接続・保守点検は、無通電状態で行ってください。 

 

 

禁止 

内部内部内部内部にににに水水水水やややや異物異物異物異物をををを入入入入れないれないれないれない    

 ショート、発煙の原因となります。 

 万一、内部に入った場合は、電源を切り、巻末の弊社営業窓口までご連絡ください。 

 

 

接触禁止 

設定設定設定設定カバーカバーカバーカバー内部内部内部内部のののの素子素子素子素子やややや接続端子接続端子接続端子接続端子にはにはにはには触触触触れないれないれないれない    

 感電・故障・誤計量の原因になります。 

 

 

 

接触禁止 

表示表示表示表示がががが消灯消灯消灯消灯していてもしていてもしていてもしていても、、、、回路回路回路回路にににに電圧電圧電圧電圧がががが残残残残っているっているっているっている場合場合場合場合があるのでがあるのでがあるのでがあるので、、、、接続端子接続端子接続端子接続端子やややや回路回路回路回路にににに触触触触れないれないれないれない    

 感電の原因になります。 

 計器に印加された電圧が定格電圧の約７０％以下に低下した時に、表示が消灯します。 

 

 

 

指示 

充電露出部充電露出部充電露出部充電露出部はははは絶絶絶絶縁縁縁縁するするするする    

 絶縁距離が不足する場合、または金属片落下による短絡・地絡事故の 

原因になります。 

 端子部などの充電露出部はテーピング・絶縁チューブ等で被覆してください。 

 接続後は、端子カバーを取り付けてください。 

 

 

指示 

計器計器計器計器へのへのへのへの接続接続接続接続はははは接続方法接続方法接続方法接続方法にににに従従従従ってくださいってくださいってくださいってください。。。。    

 定格（相線式、電圧、電流、周波数）をご確認いただき、接続方法に従ってください。 

 

 

指示 

設定設定設定設定をををを行行行行うううう際際際際はははは、、、、端子端子端子端子カバーカバーカバーカバーをををを取取取取りりりり付付付付けたけたけたけた状態状態状態状態でででで行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。    

 

 

 

 

 

指示 

発信発信発信発信パルスパルスパルスパルス端子端子端子端子 CACACACA----CBCBCBCB 間間間間にににに直接電源直接電源直接電源直接電源をををを接続接続接続接続しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。    

 

 

 

 

 

 

 

安全上のご注意（つづき） 

 
補助 
電源 

CA 

CB 

受量器 

CA CB 

ﾃｰﾋﾟﾝｸﾞ 
または 
熱収縮ﾁｭｰﾌﾞ 

 
補助 
電源 



 5 

 

 
 
 

 

 

指示 

定格定格定格定格のののの範囲内範囲内範囲内範囲内でででで使用使用使用使用するするするする    

 加熱・故障による焼損の原因になります。 

 誤計量の原因になります。 

 

 

指示 

接続端子接続端子接続端子接続端子へのへのへのへの接続接続接続接続はははは確実確実確実確実にににに締付締付締付締付けるけるけるける    

 加熱・誤計量の原因となります。 

 

 

 

禁止 

本計器本計器本計器本計器にににに強強強強いいいい振動振動振動振動・・・・衝撃衝撃衝撃衝撃をををを加加加加えないえないえないえない    

 強い振動、衝撃を加えると故障の原因となります。 

 運搬および保管の際には、収納箱に入れてください。 
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１ 使用する前に 

運搬・保管上のご注意 

・強い振動、衝撃を加えないよう、運搬してください。 

・梱包箱に収めた状態で運搬、保管してください。 

・湿気、ほこり、腐食性ガスが多い場所、高温または寒暖の差が激しい場所、振動衝撃が加わる場所での 

 保管は避けてください。 

次のような場所での使用は避けてください。 

計器の寿命、動作などに悪影響を及ぼします。 

・周囲温度が、－10～＋40℃の範囲（日平均温度 35℃）を超える場所 

・周囲湿度が、90％RH を超える場所、または結露する場所 

・ほこりの多い場所 

・有害ガス、腐食性ガス（ＳＯ２、Ｈ２Ｓなど）のある所 

・振動、衝撃の加わる所 

・強い電界、磁界の発生する所 

・ノイズ、サージを発生しやすい機器のある所 

・雨、水滴のかかる場所 

・直射日光のあたる場所 

使用前に、定格（電圧、電流、周波数）および相線式を再度確認してください。 

発信ﾊﾟﾙｽ出力端子（ＣＡ－ＣＢ）は、半導体リレーを使用しているためオン抵抗（10Ω以下）があります。 

絶縁抵抗試験、耐電圧試験 

本試験を不用意に行うと計器を破損することがありますので、次の事項をお守りください。 

  絶縁抵抗試験 

印加箇所 印加条件 

電圧回路――ケース間、パルス発信回路――ケース間 

電流回路――ケース間、パルス発信回路――電圧・電流回路間 

電圧回路――電流回路間（試験用短絡片を開いて行う。） 

電流回路相互間（試験用短絡片を開いて行う。） 

ＤＣ５００Ｖ印加 

２０ＭΩ以上 

 

 耐電圧試験 

印加箇所 印加条件 

電圧回路――ケース間 

電流回路――ケース間 

電流回路相互間（試験用短絡片を開いて行う。） 

ＡＣ２０００Ｖ １分間 

印加後、異常なきこと 

電圧回路――電流回路間（試験用短絡片を開いて行う。） 

パルス発信回路――ケース間 

パルス発信回路――電圧・電流回路間 

ＡＣ６００Ｖ １分間 

印加後、異常なきこと 

  

使用上のお願い 
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２ 配線 

各極の電線は平行に接続する 

各極の電線が平行となるように圧着端子を締付けてください。 

 

 

３ 使用 

・安全のために、計器の改造・修理等は絶対に行わないでください。改造・修理等を行ったことに

より生じた事故について、当社は一切責任を負いません。 

・取引・証明用に使用する計器は検定付でありかつ検定有効期間内のものを使用しないと計量法違

反となります。（計量法１７２条 六ヶ月以下の懲役若しくは五十万円以下の罰金に処し、又はこ

れを併科する。） 

検定の有効期間は検定ラベルに表示されていますので、よくご確認の上、検定有効期間内で使用

して下さい。 

また、検定封印を損傷しないようご注意下さい。検定封印を損傷するとその封印は無効となり、

取引・証明用に使用できなくなります。 

計器の種類 有効期間 

電子式普通電力量計 単独計器 定格電流 30A、60A、120A 10 年 

  

 

４ 保管 

長期間保管する場合は次のような場所は避けてください。 

計器の寿命、動作などに悪影響を及ぼします。 

・周囲温度が－20～＋60℃の範囲（日平均温度で 35℃）を超える場所 

・周囲湿度が、90％RH を超える場所、または結露する場所 

・ほこりの多い場所 

・有害ガス、腐食性ガス（ＳＯ２、Ｈ２Ｓなど）、塩分、油煙の多い場所 

・振動、衝撃の加わる場所 

・強い電界、磁界の発生する場所 

・ノイズ、サージを発生しやすい機器のある場所 

・雨、水滴のかかる場所 

・直射日光のあたる場所 

保管時は計器の電源を OFF にし、盤などから取り外してポリ袋等に入れて保管してください。 

 

５ 廃棄 

本製品は、リチウム電池を内蔵しておりますので、廃棄物処理法に従って産業廃棄物として適正に処理してくだ

さい。 

 

６ お手入れ 

銘板がほこりで汚れている場合は計量値が見にくくなることがありますので、乾いた布で拭いてください。 

化学雑巾などを長時間接触させたり、ベンジン、シンナーなどで拭いたりしないでください。 

変形および変色するなどの原因になります。 
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７ 点検 

保守点検は、電気の専門知識や技術を有する人が行ってください。 

日常点検の項目は次のとおりです。 

(1) 外周部に破損した部分がないこと。 

(2) 接続端子などに加熱による変色がないこと。 

(3) 異常音、臭気がないこと。 

(4) ごみ、ほこりの付着で計量値の読み取りに支障がないこと。 

(5) 計量値は使用電力量に応じて増加していること。 

(6) 「動作」の文字が点滅していること。 

定期点検を行う場合の項目は次のとおりです。 

(1) 絶縁抵抗試験 

(2) 耐電圧試験 

故障のご連絡を頂く前に、次表で故障内容をご確認ください。 

次表は、お客さまでできる簡単な故障の見分け方とその対応方法をまとめたものです。 

ご連絡を頂く前にご確認をお願いします。 

尚、納入品の価格には、技術者の派遣などサービスの費用は含まれていません。 

保証期間内に異常が発生した場合は、代品のみの対応とさせていただきます。 

お客さまご自身で修理されたり、改造したりすることは危険です。絶対にしないでください。 

 

 ●故障診断の手引 
項目 状態 推定原因 確認方法 

・無負荷の 
 はずだが、 
 計量して 
 いる。 

・「無計量」ドットが消灯、 
 あるいは点灯・消灯を繰 
 り返す。 
・「動作」ドットが点滅。 
・計量値が累進。 

・電流回路に、微少ながら 
 も計器の始動電流を超え 
 る電流が流れている。 
 

電流回路の電流値、位相をご確
認ください。 
 

・「無計量」ドットが点灯。 
・「動作」ドットが消灯。 
・計量値が累進しない。 
・電圧回路に電圧が印加さ 
 れており、電流回路にも 
 電流が流れている。 

・接続誤りにより、電流が 
 計器に逆方向にながれて 
 いる。 

配線接続をご確認ください。 
力率（電圧、電流の位相）をご
確認ください。 
 

・計量する 
 はずだが、 
 計量しない。 

・全てのドットが消灯。 ・接続誤り 配線をご確認ください。 

・計量はする 
 が、計量値が 
 少ない 

・「計量」ドットの点滅 
 頻度が少ない。 

・接続誤り 配線接続をご確認ください。 
 

  

保証期間 

 納入品の保証期間は、弊社出荷後、１年といたします。 
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各部のなまえと働き 

①表示部（17 ページ参照） 

 電力量の計量値と方向、瞬時電力の方向、発

信パルス定数を表示します。 

 

② 試験用短絡片（12 ページ参照） 

 使用時は必ず接続してください。開放状態で

すと計量できません。 

 

③計量パルス 

 赤外線のパルスを出力します。（計器の誤差チ

ェックに使用するもので、お客様ではご使用

になれません。） 

 

④定格銘板 

 計量の種別、形名および定格などを示します。 

 

⑤設定スイッチ（14 ページ参照） 

 表示方向、発信パルス定数、発信パルス幅、 

 コントラストが設定できます。 

 

⑥カバーねじ 

 カバーを固定するねじです。 

故障の原因になる場合がありますので、安全

上絶対に緩めないでください。 

 

⑦接続端子・端子ねじ（12 ページ参照） 

 電源及び負荷を接続します。 

（締付けトルク：5～7N･m） 

 ※１：単相２線式の場合、端子ねじは取り付

いておりません。 

 

⑧発信パルス出力端子（12 ページ参照） 

 発信パルスを出力します。 

 （締付けトルク：0.12～0.15N･m） 

 

 

①表示部 

②試験用短絡片 

③計量パルス 

④定格銘板 

⑤設定スイッチ 

⑥カバーねじ 

⑦接続端子・端子ねじ 

⑧発信パルス出力端子 ※何も接続しないで 

 下さい。 

※１ 

※１ 
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        ＜付属品＞ 

部品名 数量 仕様 備考欄 

端子カバー ２ 

 

 

 

 

 

本体に取付て 

あります。 

取扱説明書 １ A5 版 
同梱されて 

います。 

        ※絶縁バリアおよびワイパーバーに関しては、巻末の弊社営業窓口までお問合せください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付属品のなまえと数 
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１ ０ °

３ ０ °

（ 上）

（ 下）

 

 

１．取付方法 

 (1)ねじ止めによる取付 

   ねじ止めにより取付られます。 

取付け穴寸法は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 (2)IEC35mm レールへの取付・取外し 

  ＜取付＞                     ＜取外し＞ 

    ①計器をレールの上端にかけます。         ①マイナスドライバー等で背面のスライダーを 

②計器を押し付けて固定します。           押し下げます。 

                             ②計器を手前に引き上げて取外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．取付位置 

 表示部（液晶表示）は見る角度（視野角）によりコントラストが変化します。 

 最適な角度は下図の通りです。14 ページにより取付後にコントラストは設定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．表板穴寸法 

 表板の穴寸法は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

取付方法 

【単位：mm】 

【単位：mm】 

①①①①    

②②②②    

 

①①①①    

 

②②②②    
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１Ｓ ２Ｓ

ＣＡＣＢ

電　 源

負　 荷

１ ２

１ ２Ｌ Ｌ

１Ｓ ２Ｓ ３Ｓ

１ ２ ３Ｌ ＬＣＡＣＢ

電　 源

負　 荷

１ ２ ３

Ｌ

 

 

１．接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．接続方法 

 適合圧着端子は下表のとおりです。安全上、電源線は丸型の圧着端子をご使用ください。 

 本製品の取付、取外し作業は技能を有する人が行い、絶対に通電中は作業しないでください。 

規定トルクを守らなかった場合、ねじ等の破損や異常発熱等が発生する恐れがあります。 

 

 ねじ仕様 接続方法 締付トルク 

電源線※１ 

1S，2S，3S 

1L，2L，3L 

Ｍ８ 

Ｍ８ねじ用 

丸型圧着端子を 

使用してください。 

銅ブスバー 

 

 

 

 

 

 

 

5N･m～7N･m 

発信パルス端子 

 CA，CB 
Ｍ1.6 

下図のようにｹｰﾌﾞﾙ先端を加工して端子に挿入

してください。 

適合電線：AWG26～AWG20 

0.12N･m～0.15N･m 

   ※１：単相２線式では、3S，3L 端子はありません。 

    

接 続 

●単相２線式（S1LS-RS22 形） 

●単相３線式（S2LS-RS22 形） 

 三相３線式（S3LS-RS22 形） 

単位：mm 
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３．試験用短絡片 

 試験用短絡片は出荷時にオープンとなっております。 

試験用短絡片を確実に接続してからご使用ください。 

接続されていないと計量できません。 

 また、ご使用時には必ず下図のように試験用短絡片が 

接続してあることを確認してご使用ください。 

 

   締付トルク：0.4N･m～0.7N･m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．端子カバー取付 

 端子カバーを下図のようにスライドさせた後、押して取付けてください。 

 また、端子カバーを取り外す場合は、逆の手順で外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｽﾗｲﾄﾞさせて 

ｶﾞｲﾄﾞに通す 

押す 
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１．設定概要 

  本計器は、下図の設定スイッチによりご使用の条件に合わせて設定してください。工場出荷時の設定内容は、

スイッチ操作時の動作早見表の太枠の値です。操作時は鋭利でなく、φ1.8 以下で長さ 10mm 以上のセラミッ

クドライバ等の工具をご使用ください。なお、設定は端子カバーを取り付けた状態で行ってください。 

 

 ●設定内容 

   下記設定を順番に行います。 

     表示方向の設定、パルス定数設定、パルス幅設定、コントラスト設定 

 

図．設定スイッチの位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●スイッチ操作時の動作早見表 

 

  
①選択スイッチ押下 

※１  

通常表示モード 通常表示 

表示方向設定 上方向 → 左方向 → 右方向 

ﾊ ﾟ ﾙ ｽ 定 数 設 定

(pulse/kWh) 
100 → 10 → 1  → 0.1 

ﾊﾟﾙｽ幅設定(ms) 120  → 240 → 520※２ → 1020※２ 

設定 

モード 

ｺﾝﾄﾗｽﾄ 1 → 2 → 3  → 4 → 5 

② 

送り 

ｽｲｯﾁ 

通常表示モード 通常表示 

        ※１ 表の一番右の値の時に選択スイッチを押下すると、一番左の値に戻ります。 

        ※２ パルス定数設定が100pulse/kWhの時は、パルス幅設定は120msと 240msのみ設定できます。 

 

 

設 定 

②送りスイッチ ①選択スイッチ 
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２．設定方法 

  計器の電源投入後に次のとおりに設定・確認を行います。設定中は設定値を表示します。設定中に５分間 

  スイッチ操作が行われなかった場合は、設定モードから通常表示モードに戻ります。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①選択スイッチ押下 
 スイッチを押下する毎に以下のように「パルス幅設定」が切替わります。 
 ※パルス定数設定が 100pulse/kWh の時は、520ms と 1020ms は設定できません。 
 120ms  240ms  520ms※  1020ms※  

通常画面モード ②送りスイッチ押下 
 「表示方向設定」の文字と、現在の設定内容を表示します。 

①選択スイッチ押下 
 スイッチを押下する毎に以下のように「表示方向設定」が切替わります。 
 
    上   左   右  

＜設定を変更する場合＞ ＜設定を変更しない場合＞ 

②送りスイッチ押下 
 「表示方向設定」で表示した方向に決定します。 
 「パルス定数設定」の文字と、現在の設定内容を表示します。 

＜設定を変更する場合＞ ＜設定を変更しない場合＞ 

①選択スイッチ押下 
 スイッチを押下する毎に以下のように「パルス定数設定」が切替わります。 
 
 100pulse/kWh  10pulse/kWh  1pulse/kWh  0.1pulse/kWh  

②送りスイッチ押下 
 「パルス定数設定」で最後に表示した値に決定します。 
 「パルス幅設定」の文字と、現在の設定内容を表示します。 

＜設定を変更する場合＞ ＜設定を変更しない場合＞ 

②送りスイッチ押下 
 「パルス幅設定」で最後に表示した値に設定します。 
 「コントラスト設定」の文字と、現在の設定内容を表示します。 

＜設定を変更する場合＞ ＜設定を変更しない場合＞ 

①選択スイッチ押下 
 スイッチを押下する毎に以下のように「ｺﾝﾄﾗｽﾄ設定」が切替わります。 
 
 1  2  3  4  5  

通常画面モード ②送りスイッチ押下 
 「ｺﾝﾄﾗｽﾄ設定」で最後に表示した値に設定します。 

＜表示方向設定＞ 

＜パルス定数設定＞ 

＜パルス幅設定＞ 

＜ｺﾝﾄﾗｽﾄ設定＞ 
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１．表示部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  表示項目 表示内容 表示の説明 

動作 
・計量動作中に、負荷の状態に合わせて「動作」を点滅します。 

 （定格時に単相では約２Hz、三相では約 1.7Hz） 
① 動作表示 

無計量 
・無計量判定時および逆電流時には、「無計量」と 

 表示します。 

○○○○．○○ 
・単相２線式の定格電流３０A品は、整数部４桁、小数部２桁で 

 電力量を表示します。 
② 電力量 

○○○○○．○ 
・上記以外の定格は、整数部５桁、小数部１桁で 

 電力量を表示します。 

③ 電力量の方向 表示：正 
電力量の方向を表示します。 

「表示：正」固定で表示します。 

電力：正 ・正方向と判定時 ： 「電力：正」と表示します。 

電力：  ・無計量と判定時 ： 「電力：」のみ表示します。 ④ 瞬時電力の方向 

電力：逆 ・逆方向と判定時 ： 「電力：逆」と表示します。 

0.1pulse/kWh 

1pulse/kWh 

10pulse/kWh 
⑤ 

発信ﾊﾟﾙｽ 

定数 

100pulse/kWh 

発信ﾊﾟﾙｽのﾊﾟﾙｽ定数を表示します。 

⑥ 電力量の単位 kWh 整数部分に合わせて、「ｋWh」と表示します。 

 

 
 

動作の説明 

選択 ２ Ｓ１ Ｓ

１ Ｌ ＣＡ ＣＢ ２ Ｌ Ｎ Ｃ

送り
検定外

屋内耐候形

交流 単 相 ３ 線式

普通電力量計

型承 号

年製

計量パルス

Ｎ ｏ．

Ｈ ｚＡＶ

計器定数 ｐ ｕ ｌ ｓ ｅ ／ｋ Ｗｓ

形

３ Ｓ

３ Ｌ

Ｓ ２ Ｌ Ｓ －ＲＳ ２ ２

東光東芝メーターシステムズ株式会社

電
源

負
荷

１ ０ ０

Ｎ ＣＮ Ｃ

動作

表示 正
正電力

１ ２ ３ ４ ５ ６．
ｋＷｈ

０．１ｐｕ ｌ ｓｅ／ｋＷｈ

：
：

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

表示部の拡大図 計器全体図 
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２．発信パルス出力 

 

相 線 式 単相２線式 単相３線式 三相３線式 

定格電圧（Ｖ） 100 200 100 200 

定格電流（Ａ） 30 120 30 120 60 120 60 120 

発信パルス定数 

ＣＡ－ＣＢ

（pulse/kWh）※１ 

設定イッチによる設定（14 ページ参照）以下の４点から選択 

0.1,  1,  10,  100 

計器定数 

（pulse/kWs） 
1000/3 250/3 500/3 125/3 250/3 125/3 125/3 125/6 

発信パルス幅（ｍｓ）  

※１ 

設定スイッチによる設定（14 ページ参照）以下の４点から選択 

120,  240,  520,  1020 

発信パルス間隔 

ＣＡ－ＣＢ（ｓ）※２ 

１２００ 

発信ﾊﾟﾙｽ定数 

 ３００  

発信ﾊﾟﾙｽ定数 

 ６００  

発信ﾊﾟﾙｽ定数 

 １５０  

発信ﾊﾟﾙｽ定数 

  ６００  

発信ﾊﾟﾙｽ定数 

 １５０  

発信ﾊﾟﾙｽ定数 

  ３４６  

発信ﾊﾟﾙｽ定数 

 ８６  

発信ﾊﾟﾙｽ定数 

動作表示 

点滅間隔（ｓ）※３ 
0.5 0.58 

※１：発信パルス出力中に停電が発生した場合、パルスの幅が短くなる場合があります。 

   発信パルス定数が 100pulse/kWh の場合、発信パルス幅は 120ms と 240ms のみ設定できます。 

※２：定格電力時のパルス間隔です。 

※３：定格電力時の動作表示の点滅間隔です。 
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●仕様一覧表 

計器の種類 

項目 
普通電力量計 

形   名 S1LS-RS22 S2LS-RS22 S3LS-RS22 

相 線 式 単相２線式 単相３線式 三相３線式 

定格電圧（Ｖ） 100 200 100 200 

定格電流（Ａ） 30 120 30 120 60 120 60 120 

定格周波数（Hz） ５０ または ６０ 

1S-2S 0.37 0.51 0.37 0.51 
50Hz 

3S-2S － － 0.04 30.14 

1S-2S 0.37 0.51 0.37 0.51 

皮相電力 

（ＶＡ） 
60Hz 

3S-2S － － 0.04 0.14 

1S-2S 0.37 0.51 0.37 0.51 
50Hz 

3S-2S － － 0.04 0.14 

1S-2S 0.37 0.51 0.37 0.51 

電 

圧 

回 

路 電力損失 

（Ｗ） 
60Hz 

3S-2S － － 0.04 0.14 

1S-1L 0.07 0.59 0.07 0.59 0.16 0.59 0.16 0.59 
50Hz 

3S-3L － － － － 0.16 0.59 0.16 0.59 

1S-1L 0.07 0.59 0.07 0.59 0.16 0.59 0.16 0.59 

皮相電力 

（ＶＡ） 
60Hz 

3S-3L － － － － 0.16 0.59 0.16 0.59 

1S-1L 0.07 0.59 0.07 0.59 0.16 0.59 0.16 0.59 
50Hz 

3S-3L － － － － 0.16 0.59 0.16 0.59 

1S-1L 0.07 0.59 0.07 0.59 0.16 0.59 0.16 0.59 

負
担 

（
平
均
値
） 

電 

流 

回 

路 電力損失 

（Ｗ） 
60Hz 

3S-3L － － － － 0.16 0.59 0.16 0.59 

設  定 
設定スイッチによる、発信パルス定数，発信パルスの幅，コントラストの設定 

（詳細は 14 ﾍﾟｰｼﾞ参照） 

計量値表示 
６桁液晶表示  全負荷電力が 10kW 未満：□□□□．□□ 

全負荷電力が 10kW 以上：□□□□□．□ 

その他表示 動作、無計量、電力量の方向、瞬時電力の方向、発信パルス定数 

外形寸法（ｍｍ） Ｗ７５×Ｈ１００×Ｄ６９ 

質量（ｋｇ） 約０．５ 

取付・接続方式 表面取付（ＩＥＣレール、協約型金具、木ねじ）・前面接続 

準拠規格 ＪＩＳ Ｃ１２１１（単独計器） 

停電補償 計量値：不揮発性メモリに記憶し、復帰時に再表示 

※１ 形名の「－Ｒ」は、逆方向電流の場合に計量しないことを示します。 

※２ 50Hz または 60Hz をご指定ください。 

 

 

仕様一覧 
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●発信パルスの仕様 

出力方式 
発信装置 

の種類 ｽｲｯﾁの種類 接点構成 

発信パルス定数 

pulse/kWh 
接点容量 パルス幅 

Ｓ２２ 
半導体 

リレー 

 

 

無電圧接点 

オン抵抗 10Ω（MAX） 

ｽｲｯﾁによる設定 

（14 ページ参照） 

0.1, 1, 10, 100 

pulse/kWh 

DC48V 

150mA 

ｽｲｯﾁによる設定 

（14 ページ参照） 

120, 240, 520, 1020 

ｍｓ 
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●外形寸法図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※１：単相２線式計器の場合、本端子ねじは取り付いておりません。 

 

●端子カバー外形寸法図 

 

 

 

 

 

 

 

 ※１：端子カバー（２個）は標準装備 

 

【単位：mm】 

選択 ２ Ｓ１ Ｓ

１ Ｌ ＣＡ Ｃ Ｂ ２ Ｌ Ｎ Ｃ

送り

検定外

屋内耐候形

普通電力量計

型承 号

年製

計量パルス

Ｎｏ．

計器定数 ｐ ｕ ｌ ｓ ｅ ／ｋ Ｗｓ

形

交流 単 相 ３ 線式

Ｓ ２ Ｌ Ｓ －Ｒ Ｓ ２ ２

Ｈ ｚ

３ Ｓ

３ Ｌ

１ ０ ０ Ｖ Ａ

東光東芝メーターシステムズ株式会社

電
源

負
荷

ＣＬ

ＣＬ

Ｎ ＣＮ Ｃ

７４．５

９．
４

２４
．６

６

【単位：mm】 
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